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1.はじめに 

 現在の道路案内誘導システムには、地図や案内標識

、カーナビ、スマートフォンの道案内アプリなどが存

在している。大塚らのアンケート調査 1）によると、ド

ライバーが実際に運転する際には、案内標識への信頼

が最も高いことが分かっているが、一方で、ドライバ

ーからは「分かりにくい」、「利用しにくい」などの案

内標識の不備を指摘する声も上がっている。2） 

 また、案内標識の情報は道路の管理者が台帳によっ

て管理しており、情報をコンピューター上で取り扱え

ないのが現状である。案内標識の情報をデジタル化す

ることで、管理がしやすくなり、カーナビとの連携や

地図に案内標識の情報を載せることも可能になる。 

 そこで本研究では、案内標識の情報をデータベース

化し、内倉 3）が構築した案内標識の誘導効果評価シス

テムに応用することで、案内標識のデータベース化の

意義を示す。 

 

2.対象地域 

 本研究では、福岡市の国道と県道を対象に案内標識

のデータベース化を行い、特定の経路に関して誘導効

果の評価をする。対象とする路線図を図 1 に示す。 

図 1 路線図 

3.データベースの作成方法 

 案内標識は Google map のストリートビューを使っ

て探索し、以下の要領で情報を項目ごとに整理し、電

子データ化する。案内標識のデータベース化の例を図

2、表 1 に示す。 

図 2 データベース化の例 

① 案内標識番号をつける。N は国道（Nation）、P は

県道（Prefecture）を意味しており、国道 3 号にあ

る案内標識であれば、N3 と表す。上りか下りかを

U（Up）か D（Down）で表しその次の数字は福岡

市の何区にあるのかを表している。 

② 案内標識の役割（予告、交差、確認）を 1～3 で記

入し、予告に関しては予告距離を記入する。 

③ ネットワーク上のすべてのノード（分岐点）とリン

クに番号をつけ、案内標識のあるリンクの番号と起

終点ノードの番号をそれぞれ記入する。 

④ 分岐数は案内標識で示されている矢印の数であり、

左から時計回りに番号をつける。十字路の場合は左

方向が 1、直進方向が 2、右方向が 3 となり、道な

りに進む方向は 2 と記入する。 

⑤ 案内標識が設置されているリンクの終点ノードに

交差点名がある場合はそれを記入する。 

⑥ 各矢印の方向に対して、その方向のリンク番号、方

面地名（最大 4 個）、路線番号をそれぞれ記入する。 

⑦ データがないところについては 9999 と記入する。 

色の凡例 

赤線：国道 

緑線：主要地方道 

黄線：一般県道 
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表 1 データベース化の例 

 

4.特定経路の到達率の計算 

 内倉が構築した誘導効果評価システムを使い、未知

の場所を旅行しているドライバーが案内標識の情報に

基づいて、目的地に到達できる割合を計算する。本研

究で用いるドライバーモデルでは、ドライバーはまず

出発前に目的地までの予定経路を設定するとともに、

分岐点情報（交差点名、方面地名、路線番号）を記憶

する。次に、運転中に交差点に差し掛かる度に、そこ

が分岐点であるかどうかを案内標識の情報または走行

距離から判断する。分岐点であれば進路変更を行い、

通過点であれば道なりに走行する。ドライバーは、こ

の「交差点判断」を目的地へ到達するまで繰り返す。 

 今回は博多駅を出発地、九州大学伊都キャンパスを

目的地とし、図 3 赤線を予定経路として到達率を計算

する。また、到達率が大きく低下している地点につい

て、その原因を考察するとともに、効果的な案内情報

を追加し、現状と改善後の到達率を比較する。 

図 3 予定経路 

図 4 目的地までの到達率 

 予定経路に沿って到達率を見ていくと、現状では走

行距離 16km 地点で到達率が 67％から 22％に低下

し、最終的な到達率は 20％になっている。これは、本

来曲がるべき分岐点の手前の交差点でドライバーが曲

ってしまうためである。そこでその地点に交差点名の

表示を追加した場合、到達率が 67％から 61％の低下

に改善され最終的な到達率は 61％になる。 

 以上は一例であるが、案内標識のデータベースを

様々な OD 間の主要経路の誘導効果評価に応用して、

案内情報の不備を発見し、改善案を提示できる。 

 

5.おわりに 

 今回は博多駅から九州大学伊都キャンパスまでを予

定経路として到達率を計算し、到達率が大きく低下す

る交差点を特定するとともに、その改善案と効果を示

すことができた。今後は他の経路についても計算を行

い、多くのドライバーが分岐点として利用する「重要

な交差点」の特定や、情報が曖昧で「迷いが多い交差

点」を特定するなど、道路ネットワーク全体としての

評価も行う予定である。また、案内標識のデータベー

スの新たな活用法を検討しつつ、案内標識による案内

誘導効果の評価システムの構築を図りたい。 
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